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椰綺1蜆べ美穂です:
,太宰府の声が県政ヘ珀核胚鰊鰊綺饉
剛嘔壕膨蝙塚褥憮躙
前回に引き続き、今回は騒音の計沢」地点の選定基準についても市町村の意見を聞くよう、
強く要望しています。

国鰊鰺魏鑽聰褥餃褥鯰颯鑽薇核靱鎮絋
保育士確保の条件整備、企業主導型保育所の課題、保育所の減価償却・賃借料加算の国
の交付基準の見直しについて質しました。

国曖趾餘魏躙塚馘跛
これまでの働きかけにより、来年度から県立高校20校で女子生徒の制服選択が実施され
ます。

回巡骰餘靡
太宰府市から「民泊に関して地域住民と事業者でトラブルが起きているが、法の整備が追い
付いていない」という訴えを受けて、以下のように課題を整理し県に提案していま魂

①地元説明の必要
民泊開設の際、法的には地元説明は不要だが、トラブル回避
の意味からも県から説明会の実施を呼びかけること

②家主居住型民泊の課題
住民が本当に住んでいるかどうか法的に確認する方法がない
ためて市町村と連携して実態を把握すること

③市町村との情報共有
市町村が県の民泊制度運営システムを利用することで県と全
く同じ情報を共有できることを周知すること

④条例の制定
京都や岐阜などで独自の条例が制定されており、本県としても検討すること

F性暴力根絶条烈」轟量提案でな
性犯罪だけでなくセクハラやストーカーなども含む性暴力を根絶するための条例は、全国で
初めてで硯 学校での研修や、性犯罪受刑者に対して、出所後、精神科の受診を勧奨するな
ど画期的な内容で、女性県議が増えたこともこの条例制定に寄与しています。

鑑褥眈魃靡薇諫颯櫃鰺隧鞣隆釉巡炉鑽緻茫墨制鑽鰊
近年、悪質なクレームを入れる客が増加し、お店等で働く人たちが困つています。この問題を
軽減するための意見書で魂
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